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１. はじめに
　SPring-8利用成果の自己評価として、論文の量
だけではなく、質の視点から評価分析するために、
2013年5月に論文被引用数の調査を行った。論文
被引用数は、研究評価のメトリックスとして広く利
用されている。本集計にあたっては個々の論文から
ビームライン別の平均論文被引用数を集計し、施設
有効利用の指標のひとつとして活用することを目的
としている。

２. 集計方法
２−１. 集計対象論文について
　論文被引用数を求める母数として、以下の要件を
設定した。
ⅰ）SPring-8論文発表等登録データベースに登録さ

れている原著論文であること
　SPring-8の成果と見なす論文は、各ユーザか
ら「論文発表等登録データベース」に原著論文
として登録された論文のみを集計母体とした。

「SPring-8/SACLA 利用研究成果集」において
発表された論文は含まない。

ⅱ）SPring-8ビームラインを利用した成果であること
　「論文発表等登録データベース」に登録され
る原著論文のうち、SPring-8のいずれかのビー
ムラインに関連した原著論文を被引用数集計対
象とする。当該データベースには、加速器等
に代表されるビームラインに依存しない研究成
果も SPring-8の成果として登録されているが、
ビームラインに依存するユーザの利用成果状況
把握を集計主旨とするため、対象からは除外す
る。

ⅲ）成果妥当性が確認できること
　「論文発表等登録データベース」は、ユーザ
からの自己申告登録により、関連課題、関連

ビームライン等の登録を受けている。図書情
報課では、登録された論文の内容を確認し、
必要であれば、著者への問合せを実施して、
SPring-8としての成果であることを確認してい
る。

２−２. 集計方法について
　集計対象論文に対する論文被引用数集計方法を以
下に示す。
ⅰ）被引用数取得方法

　論文被引用数の集計には、今回は学術文献・
引用索引 DB として認知されている Elsevier 
社 Scopus を利用した。

ⅱ）分類方法
用途により、以下の分類を用いる。
・ビームライン種別集計

　各ビームラインを共用、専用、理研の種別
に分類し、各種別の論文数、論文被引用数の
集計を行う。また、合計値が総計を示すよ
う、一つの論文は代表されるいずれか一つの
ビームライン種別に含まれるよう分類するた
め、ビームライン種別集計値は参考値を提供
している。また、利用する学術文献・引用索
引 DB から論文被引用数が取得出来ない論文
が存在した場合、本集計では集計対象の母数
から除外して、平均論文被引用数を求めるこ
ととする。

・ビームライン別集計
　各ビームライン別に関連する論文を集計す
る。集計には、整数カウント法を採用し、一
つの論文が関連する全てのビームラインに加
算を行う。

３. 集計結果について
　各集計結果について、以下に示す。
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　表1に SPring-8を利用した発表論文の総数と累
積被引用数を示す。
１）1997-2013（供用開始からの総数）

ⅰ）累積論文数 --- SPring-8 が供用を開始した
1997年から、調査を行った2013年5月まで
に登録を受けた総論文数は、8043件である。
そのうち、以下の論文について、母数から除
外した。
・論文被引用数が不明な論文 --- 464件
・加速器診断用ビームラインに関わる論文 

--- 48件
 ⅱ）累積被引用数 --- 調査を行った時点での各論

文の被引用数の合計を示す。
 ⅲ）平均被引用数 --- 累積被引用数を年別論文数

で除した値を示す。

２）2002-2012（最近11年間の総数）
　一般的に論文被引用数は、論文が発表されてから
他の論文に引用され始めるまでに時間がかかり、そ

の後数年の間被引用数は増加し続け、徐々に増加値
は収束していく。Thomson Reuters 社が毎年公開
する論文の引用動向調査においては、論文発表から
11年間を集計期間の対象としている。本調査でも、
上記との比較を視野に入れ、2002年から2012年の
11年間に発表された論文を対象に集計を行った。

３）2011（2011年の年間総数）
　論文発表から有効被引用数を示すまでの経過値と
して2年を目安にし、論文発表から2年経過した時
点の被引用数を集計した。

４）ビームライン種別（共用、専用、理研）
　各ビームラインを表1注釈に示すとおり分類し
た。また、合計値が総計を示すよう、一つの論文は
代表されるいずれか一つのビームライン種別に含ま
れるよう分類した。よって、ビームライン種別集計
は便宜的分類であり、参考値として集計した。

●集計対象 BL
共用 BL ---- 計26本

BL01B1　BL02B1　BL02B2　BL04B1　BL04B2　BL08W　BL09XU　BL10XU　BL13XU　BL14B2　BL19B2　
BL20B2　BL20XU　BL25SU　BL27SU　BL28B2　BL35XU　BL37XU　BL38B1　BL39XU　BL40B2　BL40XU　
BL41XU　BL43IR　BL46XU　BL47XU        

専用 BL ---- 計17本 
BL03XU　BL07LSU　BL08B2　BL11XU　BL12B2　BL12XU　BL14B1　BL15XU　BL16B2　BL16XU　BL22XU　
BL23SU　BL24XU　BL32B2　BL33LEP　BL33XU　BL44XU

理研 BL ---- 計8本 
BL17SU　BL19LXU　BL26B1　BL26B2　BL29XU　BL32XU　BL44B2　BL45XU

●備考
*1：2013年は、2013年1月1日から2013年4月30日までに発行された論文を集計対象とした。それ以外は、各年1月1日から12月31日

までに発行された論文を集計対象とした。
*2：以下の BL は調査対象から除外した。

加速器診断用 BL --- BL05SS　BL38B2
調査時における供用開始から２年以内の BL --- BL43XU（供用開始2011年10月）、BL28XU（同2012年4月）、BL36XU（同2013
年1月）、BL31LEP（同2013年5月）　

*3：BL32B2（創薬産業 BL）は、専用 BL に含めた（2012/3/29に設置期間終了）。

表1　SPring-8を利用した発表論文の総数と累積被引用数
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　表2および図1に年別発行論文数と2013年5月
1 〜 2日における平均被引用数（2002-2012）を示す。
１）2002-2012 --- 各年1月1日から12月31日ま

でに発行された論文を集計する。

２）年別論文数 --- 当該年に発表された SPring-8の
成果と登録論文数。ただし、以下の論文につい
て、母数から除外した。
・論文被引用数が不明な論文
・加速器診断用ビームラインに関わる論文

３）累積被引用数 --- 調査を行った時点での各論文
の被引用数の合計

４）平均被引用数 --- 累積被引用数を年別論文数で
除した平均値

　図2に BL 別累積論文数と累積被引用数の比較
（1997-2013年の発表論文）を示す。
　本集計では、整数カウント法を採用し、一つの論
文が関連する全てのビームラインに加算を行った。
又、累積論文数には被引用数が確認できない論文も

計上し、真値に近づけた。
　図3に BL 別累積論文数と累積被引用数の比較

（2002-2012年の発表論文）を示す。図2同様の集
計を2002年から2012年の11年間に注目して集計
した。
　図4に BL 別累積論文数と累積被引用数の比較

（2011）を示す。図2同様の集計を論文発表後２年
経過値（2011年発行論文）に注目して集計した。
　表3に2011年発行論文における被引用数ベスト
10の論文リストを示す。2011年に発行された論文
に関する被引用数上位10位を掲載している。

４. おわりに
　SPring-8利用者情報では毎号「論文発表の現状」
において、SPring-8を利用した成果として各ビー
ムライン別に集計した論文成果状況を掲載している
が、今年より年一回、各論文が他の論文から何回引
用されているかを示す、論文被引用数（サイテー
ション数）の集計結果も掲載することにする。今後、
同様の集計方法をもって毎年5月第1週に集計作業
を行い、本誌各8月号に掲載の予定である。

表2　年別発行論文数と2013年5月1-2日における平均被引用数（2002-2012）

図1　年別発行論文数と2013年5月1-2日における平均被引用数（2002-2012）
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図2　BL 別累積論文数と累積被引用数の比較（1997-2013年の発表論文）

図3　BL 別累積論文数と累積被引用数の比較（2002-2012年の発表論文）

*1) 検索 DB（Elsevier Scopus）未登録のため、被引用数が確認できない論文は「被引用数未確認」に計上する。
*2) 一つの論文が異なる複数の BL に関わる共通の成果とみなせる場合、各 BL それぞれに計上する。

*1) 検索 DB（Elsevier Scopus）未登録のため、被引用数が確認できない論文は「被引用数未確認」に計上する。
*2) 一つの論文が異なる複数の BL に関わる共通の成果とみなせる場合、各 BL それぞれに計上する。
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図4　BL 別年間総論文数と総被引用数の比較（2011年の発表論文）

表3　2011年発行論文における被引用数ベスト10の論文リスト

*1) 検索 DB（Elsevier Scopus）未登録のため、被引用数が確認できない論文は「被引用数未確認」に計上する。
*2) 一つの論文が異なる複数の BL に関わる共通の成果とみなせる場合、各 BL それぞれに計上する。


